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衛星通信の特徴

●

１ 耐災害性
災害時には地上回線が不通となるケースが多い
衛星回線は災害時でもあらゆる場所で使用可能

２ 即時性
車載局や可搬局を活用して迅速に回線確保できる

３ 広域性・同報性
赤道上空に浮かぶ静止衛星１機で日本全土をカバー可能

３



活用イメージ①

災害時における現場映像の伝送

警察庁

警察本部

ヘリコプターテレビ

応急通信対策車
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通信衛星

車載局 可搬局



活用イメージ②

５

管区警察局・都道府県警察の代替施設における
通信手段の確保

通信衛星

可搬局
代替施設

警察本部（建物倒壊）

警察庁

映像



使用実績①
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災害・警衛・警護等が全体の約５割を占める

目的別内訳

災害・警衛・警護等
54%

（454件）

捜査
1%
（8件）

各種訓練

34%

（290件）

その他
11%
（89件）

平成27年度
841件



現在の契約状況
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現在の契約状況

契約事項：衛星通信回線の利用サービス
契約期間：平成27年４月１日～平成32年３月31日
請負会社：スカパーＪＳＡＴ株式会社

利用形態：終日専用
周波数帯：Ｋｕ帯（帯域幅は連続する36MHz）
運用回線：終日利用・カラー映像×４回線

・データ、音声・ファクシミリ、ＩＰ、ＣＳＣ
随時利用・カラー映像×３回線

利用区域：日本全国

その他の条件
・終日専用帯域における映像伝送等の通信は警察庁の統制で運用できること。
・終日専用帯域以外に、カラー映像×３回線を警察庁が必要時に時間利用できること。
・衛星回線の移行に伴う費用は全て請負業者が負担すること。



予算額の推移
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予算額の推移
（千円）
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

執
行
額

終日専用料 454,999 454,999 454,999 467,999 505,440

随時専用料 10,021 823 4,552 6,376 4,173

電波利用料相当額 8,154 9,052 9,539 16,754 16,486

合計 473,174 464,874 469,090 491,129 526,099

予算額 469,356 470,816 471,529 489,074 556,340



論点
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論点

１ 競争性の導入の可能性

２ 回線契約の見直しの可能性



通信衛星事業者の動向
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平成27年度
スカパーＪＳＡＴ(株)
月額 約39百万円（税別）
年額 約468百万円（税別）
【相対契約】

平成22年度
スカパーＪＳＡＴ(株)
月額 約36百万円（税別）
年額 約433百万円（税別）
【相対契約】

一者応札一者応札

(株)スカイパーフェクト
・コミュニケーションズ

平成19年
経営統合

平成20年３月
宇宙通信を子会社化

平成20年10月
３社合併

スカパーＪＳＡＴ(株)

H24～ 他の通信衛星

ジェイサット(株)

宇宙通信(株)

平成17年度
ジェイサット(株)
月額 約28百万円（税別）
年額 約336百万円（税別）
【相対契約】

二者応札 ジェイサット(株)
宇宙通信(株)



使用実績②
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使用実績時間
◆過去５か年度の平均使用時間：約3,917時間

・平成23年度 約3,797時間（終日：3,774時間、随時：23時間）
・平成24年度 約3,857時間（終日：3,849時間、随時：８時間）
・平成25年度 約3,862時間（終日：3,818時間、随時：44時間）
・平成26年度 約4,006時間（終日：3,945時間、随時：61時間）
・平成27年度 約4,061時間（終日：4,020時間、随時：41時間）

現在の警察活動において現場映像は不可欠

使用は年々増加傾向
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チャンネル使用状況

４チャンネルを使用する日が全体の約４割を占める

使用実績③

０ch（13%）
48日

（うち休日：46日）

１ｃｈ（11%）
39日

（うち休日：28日）

２ｃｈ（13%）
47日

（うち休日：14日）

３ｃｈ（20%）
75日

（うち休日：16日）

４ｃｈ（40%）
146日

（うち休日：17日）

５ｃｈ（2%）
８日

（うち休日：２日）

６ｃｈ（1%）
３日

（うち休日：０日）

平成27年度
366日

平日243日(66%)
休日123日(34%）



災害・警衛・警護等

40%

（256ch・日）

捜査1%

（８ch・日）

合同訓練

24%

（153ch・日）

単独訓練

9%

（57ch･日）

試験調整

14%

（92ｃｈ・日）

検査

４%

（27ch・日）

その他

8%

（49ch・日）
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４チャンネル以上使用時の目的別内訳（平成27年度）

使用実績④

642ch･日
4ch×146日＝584ch･日
5ch×８日＝40ch･日
6ch×３日＝18ch･日

全体の約８割は日程調整不可能

149ch･日(23%)
日程調整可能


